
地域課題

オーツミルク原料の燕⻨が
 が農家の収⼊源になる

�

農家の衰退

草原の維持

オーツミルク
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草原再⽣

オーツミルクから地域の繁栄

企業課題

創作料理 いちの川
離れの宿 千の森  甲斐弘⼈

耕作放棄地の増加

森林化

地元⾷材の⼊⼿

地下⽔の減少

-message from the small river-

オーツミルクとは

オーツミルクはオーツ⻨（燕⻨）
と⽔で作られる植物性ミルク

農家繁栄

⽔の循環

オーツ⻨（エンバク）は
イネ科カラスムギ属に分類される
⼀年草で穀物として扱われる

○痩せた⼟地でも育ち�病気に強い
○⼟壌の栄養を増やす
○農薬、化学肥料がいらない
○⽔路がいらない

草原が維持されることで
九州の⽔資源が維持される

健康でおいしく
楽しい⾷の幸せが広がる

稼ぐ産業へ 美味しい地下⽔

現在、主⼒販売中の
オーツミルクは輸⼊品

原料オーツ⻨とは

CSV

�
○健康飲料である
○⾷物繊維が豊富
○乳糖・コレステロール・グルテンがゼロ
○ヴィーガン・ベジタリアン対応
○常温での⻑期保存が可能（約１年）

（特徴）
（特徴）

若い農家が育つ

阿蘇郡（南阿蘇村）いちの川�/�千の森


